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研究成果の概要（和文）：過去、現在、未来が影響しあうと想定される現象を記述する数学的モ

デル（確率過程）の観測系列からの統計的推測に於いて、極めて一般的な設定で、最適な推測

論を数学的に構築し、理論成果を金融、経済、生体・医学、工学、環境等に応用し、理論と応

用両面で多大な進展を得た。４年間、国内はもとより、国外の研究者も加えた形で研究遂行を

して、その中で、若手研究者、院生の育成も行った。

研究成果の概要（英文）：Mathematical models that describe random phenomena depending
on past, present and future are called stochastic processes. In this research we established
statistically optimal estimation theory for general stochastic processes, and applied the
theoretical results to various fields, e.g., finance, economics, medical sciences, engineering
and environment etc., yielding a lot of contributions. We performed the research with many
foreign researchers as well as domestic ones, and developed young researchers.
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１．研究開始当初の背景

（１） 近年、統計推測の基礎理論は膨大に
広がっており、これらの把握は研究
者個人では把握しきれない。

（２） 多数の研究者の協力を得て、最近の
膨大な統計推測の発展を把握する。

（３） これらの協業のなかで、新しい手法
や理論の構築を行いたい。

（４） 新しい統計手法や理論の応用分野も
膨大なものであるので、種々の応用
分野の研究者との協業がほしい。

（５） 単に理論の応用だけでなく、応用さ
れることによって推測の数理理論へ
の逆の新しい知見を得て、このプロ
セスによって理論と応用の輪廻的展
開を得たい。
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２．研究の目的

（１） 過去、現在、未来が影響を及ぼ
しあって、生成される偶然量の
数学モデル：確率過程の統計推
測に於いて、高度で統一的な概
念である局所漸近正規性（LAN）
に基づいた最適推測論、検定論、
判別理論等の構築。

（２） 上記で得られた理論結果を金融、
年金、経済、生体・医学、工学、
環境等に応用し該当分野での意
味ある貢献につなげる。

（３） 理論成果を応用するだけでなく、
応用知見から新しい理論へのモ
チベーションを得る、例えば金
融収益率の実証分析が新しい確
率過程モデルの提案やその数学
理論の構築を促す。つまり理論
と応用の輪廻的双発展を目論む。

３．研究の方法

（１） 毎年５回、科研費によるシンポ
ジュームを開催し、統計科学の
諸分野における問題の整理と新
しい研究成果の発表、議論、さ
らには共同研究や協業につなげ
る。

（２） 上記は、国内の研究者だけで行
うのではなく、海外の諸分野の
先端的研究者も招聘して、国際
水準での、協業、共同研究へつ
なげる。

（３） また、上記（１）、（２）の中で、
若手研究者、大学院生の育成を
図り、成果発表なども国際水準
の学術誌や国際シンポジューム
で行う。

４．研究成果

（１） 局所定常過程に対して LAN 性に
基づいた最適統計推測論を構築
した。

（２） 時系列モデルでの縮小推定量の
提案とその諸性質を明らかにし
た。

（３） 時系列の数理構造が必ずしも規
定できないとき、時系列の重要
な指標に対する検定や推定を経
験尤度に基づいて行う諸手法の
提案とそれらの統計的性質を明
らかにした。

（４） 時系列回帰モデルや、安定過程
に対する判別手法の提案と基礎
理論構築を行い、前者を幼児の

言語獲得過程の解析に応用し、
親との会話音声から、言語獲得
年齢を明らかにした。

（５） 上記（１）を多次元非定常金融
収益率過程における最適ポート
フォリオ推測に応用し、従属収
益率の場合、従来の平均、分散
ポートフォリオ推定量が一般に
漸近有効にならないことを見た。

（６） 上記を国の年金投資のポートフ
ォリオ問題に適用し、その基礎
理論と現場への知見を得た。

（７） 時系列構造を仮定して、ダイナ
ミクス推測後の残差系列過程に
基づき VaR 問題を扱い、推測の
影響をみた。

（８） 無限次 ARCH マイクロストラク
チャー・ノイズがある場合のボ
ラティリティーの一致推定量と
その漸近分布の導出を行った。
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